
初めての『電子サンスケ』 
初めての方は、『電子サンスケ』にどのような画面があり、それぞれの画面で何ができるのかを知りません。 

現在、巻末の【総合メニュー】なるものを作成中です。この『電子サンスケ』を俯瞰した説明書を作成中に、【総合メニュー】があれば、きっ
と初めての方でもわかり易いだろうと気づき作成することにしました。【総合メニュー】ができるまでの間、『電子サンスケ』の【実践マニュ
アル】を実施する方のために本説明書があります。まずは、概要を説明します。そしてそれぞれのソフトの【機能】をここで何となく感じて
下さい。初めて『電子サンスケ』に触れる当たり肩慣らしをするつもりで、不明の言葉は読み飛ばして結構です。読む事に意義あり！ 

 

では、いよいよ本題に入りましょう。 

『電子サンスケ』は、電子図面を計測し、仕上（内装・外装）・外構・建具周りの材料を拾うソフトです。どんな材料もセットでき、計算式も 

自由に打ち込めるので手拾いのように何でも拾えるソフトです 

また、電子図面を計測できるので、仮設用に必要な寸法や、整地の際の切り土、盛り土の計算などに活用できます。 

 

具体的な流れ・操作方法は実践マニュアル【初級編】に譲ります。 

初級編は個人差により多少の差は出ますが、概ね１日で内装積算・外装積算・外構積算・建具積算を習得できるようになっています。 

初級編で一通り『電子サンスケ』の拾いが理解できるようになりましたら、【中級編】・【応用編】で知識を増やし作業性を向上させて下さい。 

 

【初級編】は１日で操作を習得する目的で作成しましたので必要最小限の説明になっています。そういうコンセプトではありますが、 

【指定合成複写】機能というちょっと難易度の高い操作も説明しています。実は、これが『電子サンスケ』の真骨頂とでもいうべき、 

スピード積算を実現しているからです。初級編としつつも難易度の高い【指定合成複写】まではご理解して頂こうと考えています。 

結構レベルの高い機能まで習得してもらおうとレベルアップも虎視眈々と狙っています。 

あまり構えず、リラックスして進めて下さい。でも最終的にはこの機能までマスターして下さいね。この機能をマスターした時、電子図面計
測のうま味を使い切っていることを理解できるでしょう。そうなれば、あなたも『電子サンスケ』の達人に近づきます。 

更に、積算した結果が増えるほどに積算のスピード化、効率化を実現できます。計算書の【計】【－計】【同上計】の活用方法は最初は戸
惑いますが、慣れれば面白さを感じて頂けると思います。 

基本的に手拾いのような作業で補うこともできますから柔軟な使い方ができます。見積書では、工種別の見積集計を自動で行いますの
で、数量拾いにひたすら集中できます。 

 

＜余談＞ 

ネット販売『電子サンスケ』は積算ソフトの中では牛丼価格ですがステーキ並みの美味しさを備えているはずです。 

実践マニュアル【初級編】を読み終える頃にはステーキの味を噛みしめていることでしょう。（ステーキ!!） 

 



 『電子サンスケ』の特徴 
『電子サンスケ』って、どんなもの？ 
電子図面で計測するソフトは他にもあるよ！と良く言われます。 

そこで興味を持った方が、ここで『電子サンスケ』の特徴に触れ、もっと深く知り、活用したい気持ち
に繋がれば大変うれしく思います。 
※聞きなれない言葉は読み飛ばして下さい。不明の言葉は【初級編】で説明が出てきます。 
 
１：電子図面を計測し積算します。床・巾木・壁（腰仕上）・天井・廻縁・柱の部位数量を自動作成し 
   ます。計測線に壁属性をｾｯﾄする事で仕上・下地材の異なる壁を分けて計算式を作成します。 
  腰仕上面積、巾木面積を全体壁から控除する式は、建具があると特に面倒ですがそれも正確 
  に計算式を作成します。 

２：自動作成式へ一括材料複写【指定合成複写】すると拾出しは一気に進みます。（現在、特許出願準備中） 

  要領よく計算書内での作業時間を時短する方法もあります。（建具以外の数量減数方法） 

３：図面計測結果は計算式を作るだけで無く、計算式で何度も再利用し作業性を上げています。 
４：雑関連の拾いは直接図面を数えて計上するのが一般的ですが、『電子サンスケ』は画面上の 

  図面をクリックするだけで配置でき自動カウントして計算式へ計上します。（貸出版には未搭載） 

  つまり、全ての積算根拠が電子図面に記載されるので一元管理ができます。 
５：手拾いのように計算式を自由に変更、追記できますので作業性を損ないません。 
６：拾いが終われば、工種別見積書は自動作成するので拾いに集中できます。 
７：場所別工種別見積が自在に作れます。A棟・B棟２つの建物を同時に積算したとします。 
  A棟工種別・B棟工種別の各々の積上明細を造りながら、見積書の１つの工種明細書の中で 
  A棟の材料明細、B棟の材料明細を分けて表示する事ができます。 
８：過去の見積書を参照しながら、新しい見積書に単価を自動で入れる機能があります。 
  この機能で、マンションのタイプ別コストや共用部のコストなど場所別に金額が把握できます。 
９：過去データを活用できますので、積上方式の概算積算もスピーディに行えます。 



初期起動画面 【物件選択】 
最初に    のアイコンをクリックすると下記の画面が出てきます。 

物件選択ができます。 

最下行はいつも空白に
なっており新規物件を
登録する際に使用しま
す。 
物件Noは半角８文字、
全角４文字が最大です。 

数字・アルファベット・カ
タカナ・漢字等何でも受
け付けます。 
同じNoは受付けません。 

物件情報登録画面です。 

新規以外は、画面上部
で、物件を選択して【ｴﾝ
ﾀｰｷｰ】・【ﾘﾀｰﾝｷｰ】⏎を
押しますと修正・変更が
できます。 

建物用途・種別・構造
はｺﾝﾎﾞﾎﾞｯｸｽ▼をｸﾘｯｸ
して選択します。 

この３つだけは選択しな
いと右のｺﾒﾝﾄの様に脅
してきます。 
 

物件を選択して、この
画面を開くたびにﾒｯｾｰ
ｼﾞが出るので煩わしい
方は、３つのｺﾝﾎﾞの何
でも構いませんので選
択して下さい。 

この種別は将来、概算
用の歩掛を取る為に使
用する予定です。 

【F1 見積作成】・・・その物件で見積書をまだ作

成していない状況で、作成ボタンを押すと空の
見積フォーマットを作成するか聞いてきます。 

【はい】を選択すると右図のような階層構造を
持った明細項目のない見積ができます。 

仕上で拾いだしをした場合は、【いいえ】を選択
して見積画面で、仕上で作成したデータの取り
込みを行います。 

【F3 仕上作成】・・・そのまま直接入って手拾い
のような拾いだしもできますが、【F5 サンスケ】

で電子図面を予め計測しておくと、計算式を自
動で作成してくれます。 
また、この仕上作成から【F5 サンスケ】プログ
ラムを呼び出し、【一時計測】機能を使用して 

寸法・面積を計測して、計算書へ数値をその
都度取り込むこともできます。 

【F5 サンスケ】・・・電子図面を

計測します。縮尺を設定でき
るので縮尺が狂った図面でも
正確に測れます。 

既存のﾃﾞｰﾀを選択し
て物件Noを変更しﾘ
ﾀｰﾝｷｰ（ｴﾝﾀｰｷｰ）⏎ 

を押すと【複写】しま
すか？と聞いてきま
す。 

【登録】【削除】ﾎﾞﾀﾝ
が出てきます。 
選択して下さい。 

全角32文字 
全角10文字 
全角10文字 

半角8文字 

新規作成 



 図面計測・仕上拾い・工種別見積作成の流れ 

一般的な拾い出し作業をして工種別見積書 

（提出見積）を作成する流れは下記のようになります。 
【F5 ｻﾝｽｹ】・・・図面を計測します。計測結果が画面に残ります。 

※計測には２種類あります。 

  一時計測・・・長さ・面積を単純に測って直接計算書へ転送する。 

         （他社製品は三角ｽｹｰﾙ替わりのこの機能が多いです。） 

  属性根拠を残す計測・・・計測寸法と高さ情報で各拾い場所の 

                 部位の数量計算を自動で行います。 

                 もっとも特徴的なことは壁、柱の種類を 

                  指示できる点です。（仕上・下地の異なる種類） 

 

【F3 仕上作成】・・・計測したデータを元に計算式を組み材料を 

             各部位にセットし拾い出します。  

計算書は 部位・材料名称・材料仕様・単位・数量・計算式で１行⇒ 

 

【F1 見積作成】・・・仕上作成で拾い出した材料項目・数量を見積に 

             転送し、工種別仕分け集計をします。 

             明細書で数量×単価=金額の積上式金額集計を 

             行います。 

             掛率で単価・数量の変更や単価比較をします。 

             業者から徴収した見積比較表（５社）を作成したり 

             全工種の明細書を１度にエクセルへ出力できます。 

電子図面計測 画面 

仕上計算書 画面 

積上式見積明細書 画面 



 【F5 ｻﾝｽｹ】図面計測機能 
初期画面（物件選択）で【F5 ｻﾝｽｹ】ボタンを押すと下左図になります。 

１行目（物件名）を選択して【F1 物件選択】選択すると下右図のようになります。 

1行目【物件名】・・・図面計測する場所。 
2行目【参照図面データ呼出】・・・仕上計算書や見積明細書で参照用の図面を貼付できます。 
3行目【ＡＡＳ コピーデータ】 
・・・『電子サンスケ』では分業した拾い出しデータを合算処理できます。合算する際に他方から図面も複写 
   されます。その時、複写してきた拾い出しデータについている計測用の図面をここに保管します。 

左図の説明 

右図の説明 
ここは計測用の図面を取り込んで縮尺設定し計測します。 

【図面グループ選択】画面 【計測図面登録・選択】画面 

１行目の物件名称を選択し、【F1 物件選択】選択し 
計測図面の登録・選択画面に移動します。 

行をクリックすると左下で 
図面ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰが見られるよ！ 

黄色の行は縮尺設定が 
終わったってことだよ！ 



 図面計測での作業は４つ 

【前処理】・・・計測用のTiffﾌｧｲﾙ作成 

・計測用の図面を取込みます。（複数同時取込可） 

・取込図面を縮尺設定します。（X・Y方向で斜めも縮尺補正） 

 同じ縮尺比は複写で処理可。 

 

１：【建具登録】・・・仕上作成でも登録できます。 

 計測線に配置すると計算式で開口控除します。 

  

２：【図面計測】・・・内部計測・住宅計測・外部計測 

            にレイヤー（計測場所）が分かれています。 

            内部は壁内法を外部は外壁表面を計測します。 

 

３：【壁属性】・・・・・壁種によって仕上・下地材が異なる為、予め計測線に壁種を色分け 

            仕上計算書で計算式が壁種毎に別れて作成されます。 

 

４：【建具配置】・・・計測線上に建具を配置します。 

             隣り合う部屋は境壁に１つの建具を配置する事で両部屋の壁・巾木の 

             控除ができます。以上 

電子図面計測 画面 

１つの建具で両隣りの室
壁の控除ができるよ！ 

巾木を控除する、しないの 
指示もできるよ！ 



 図面計測での作業のコツと注意点 
１：【建具登録】・・・建具登録は開口控除用なので、ここでは建具記号とＷ・Ｈ寸法だけで結構です。   

             取付位置が０は巾木を引くのが標準。取付位置に数値があれば巾木控除しません。 

             腰仕上がある部屋の建具は正確に取付位置を入れておきましょう。 

             建具があっても腰下・腰上の計算式（面積）を正確に作成します。 

 

２：【縮尺設定】・・・計測用の図面は、ビットマップ、ジェイペグ、ティフに対応していますが、Tifファイルが 

             お勧めです。一番ファイル容量が小さくてきれいです。 

 

※Tifは方言のように種類が２０種以上あります。Group４（G4）を選択して下さい。 

  PDFからTif変換する無料ツールがあります。手元にない方は弊社にお尋ね下さい。 

※縮尺設定は大きく拡大して長い寸法を取るとより正確になります。 

  10回計測して８、９回はぴったりの数値がでます。誤差があっても３ｃｍ以内で済みます。 
※役所物件などで１ｃｍの誤差も無くしたい方は【初級編】のコツ（図面拡大）を見て下さい。 

３：【図面計測】・・・計測開始位置や計測方向の違いで長さや面積の正確性は変わりません。 

             しかし、壁長がW1・W2・・・Wnのどれかを確認しなくても済むよう普段から展開図を意識 

             して画面左上を開始位置にして時計回りに計測する事をお勧めします。 

             直線上でも壁の仕上・下地材が変わる場合はクリックして線分を分断しておきましょう。 

            （斜めの計測線以外はあとからでも分断できるようになりました。） 

４：【建具配置】・・・計測線上に建具を配置します。 

             隣り合う部屋は１つの建具を配置する事で両方の部屋の壁・巾木の控除ができます。 

                                  開口補強も自動で拾いますが、配置時に天井、ｽﾗﾌﾞ下のどちらまで高さが必要か 

                                  指示します。（建具別） 

計測した結果の壁長は計算
式で壁をクリックすればわか
るんだよ！ 

だけど、できればどれがど
の壁の長さか確認無しでわ
かると作業が速くなるよね。 



 仕上作成での作業は４つ 
１：【建具拾い】・・・図面計測からも登録できます。 

 ここでは建具登録と建具拾いを分けています。 

・建具登録・・・建具名称・摘要・記号・種別W・H寸法 

 塗装係数ｎ・建具取付位置など 

・建具拾い・・・建具本体（記号・名称）・枠回り材（詰めﾓﾙﾀﾙ 

 防水ｼｰﾙ）・塗装・ガラス・ ｶﾞﾗｽ周りｼｰﾘﾝｸﾞ付属金物・額縁 

 

２：【階数・階高・ｽﾗﾌﾞ厚】・・・各情報登録（自動計算式で使用） 

 

３：【計測結果転送】・・・図面平面計測結果の数値を取り込みます。 

                階高・天井高・腰高（腰仕上）・巾木高の高さ情報と図面計測数値を組合せ計算式を  

                自動作成します。外部の屋根・バルコニー・廊下なども各室同様です。 

４：【材料セット】・・・計算書内の各部位の計算式に材料をセットします。 

・初心者は各室の自動計算結果に直接材料をセットする方がわかり易いと思います。 

 積算作業のスピードアップの為に拾いだし方法を３種類説明します。【中級】以上は若干慣れが必要なので 

 【初級】で慣れて、拾ったﾃﾞｰﾀ（結果）を多数残すと【中級】以降がやりやすくなります。 

 【初級レベル】計算式に直接セット、【初中級レベル】一括修正による仕上表セット 

 【上級レベル】指定合成複写による部屋別セットがあります。どれかをマスターすれば必ず直ぐに使えます。 

・計測結果が表記されるので数値の再利用や一時的に計測し計算式へ数値を転送できます。  

・ＬＧＳ・界壁（両面ﾎﾞｰﾄﾞ+LGS）・開口補強・耐火ｼｰﾙ、木床組・木軸組・木天井下地組なども自動拾いします。 

・計算書で変数（代数）や、換算係数を用いて単位の異なる材料を同時に計上することもできます。 

仕上計算書 画面 

初心者に 
お勧めだね！ 



 仕上作成での作業は４つ 

右図のように計測平面寸法と高さ（天
高、内階高）の情報を合わせて計算式
を自動で作成します。 

 

後は、ここに材料をｾｯﾄするわけです
が、計算式は追加、変更で修正できま
す。つまり、最初から手拾いのように
計算式欄に直接数値を入れて自分で
計算式を造ることもできるのです。 

 

上図の洋室２は腰仕上があります。 

壁の種類は内部の躯体壁（緑色）と 
外部躯体壁（橙色）になります。 

天井裏・室内全体壁・腰仕上の計算式
が分かれて作成されています。 

 

床・巾木・壁・天井・廻縁と各部位の計
算式も作成されています。 

開口控除は建具取付位置を意識して
腰仕上・腰上を分けて行われています。 

 

左図の計算式行（洋室２）の各部位の
材料を１秒で材料セットする機能が
【指定合成複写】なのです。 

 

当建物に使われている壁材料の種類
をでき限り多くセットすることで、色々
な部屋に材料表の元が活用でき、短
時間で材料を複写セットできるように
なります。 

★壁種ごとに計算式が分かれている
ことで、材料セットが一度に行えるので
す。これこそが、当ソフトの最大のメ
リットなのです。 

仕上計算書 画面 

計算式は自動作成しただけでなく、その後、一部、材料を控除したり、不足分を足したり自由にいじること
ができます。その結果、各部位の総合計数量が積算者の意志に反して異なってしまうこともあります。 

そこで、計測結果が計算式の上部に表示されますので、計測した結果と、計算式欄で使用された各部位
の合計数量を突合せ、数量に違いがでると、黄色や赤色の警告で、ミスの可能性をチェックしています。 

 

 

これだけの部位に仕上材も
下地材も含めて。。。全部を 

１秒でｾｯﾄするの？ 

【洋室２】は腰仕上もあって
しかもそこに建具もあるし、

２７項目の 
材料がｾｯﾄされてるぞ！ 
うっそー！マジかよ！ 

速いな～ 

マジです！ 

洋室２ 



 見積書作成での作業は３つ 
１：【工種別見積書作成】 
＜手動工種別見積書作成＞ 
・まだ見積書が１つもない状況で見積作成に入ると 
   右図下のメッセージのように空の総括表を造るか？ 
   促してきます。仕上データを取り込む場合は【いいえ】を選択 
   しますが、手動で見積書を作る時は受皿を作る為【はい】 
   を選択し、各工種明細を作成した所に明細を書き込みます。 
 
＜自動工種別見積書作成＞ 
・仕上作成データ取込みで拾い別見積書が自動作成されます。 
 それを工種別変換すると工種別見積書が自動作成されます。 
・単価入力、掛率設定し提出見積書を作成します。 
・エクセル出力・・・エクセルデータとして総括表以下の 
 全ての工種別明細書の出力ができます。 
 
※見積書プログラムの良い所は工種別明細書を自動作成することです。 
  積上式の見積書を作成し、計算式から正確に写し正確な積上集計をします。 
  エクセル等で組むと、計算式にミスがでたり、式そのものが無くなったり壊れたりする 
  ことがあります。専用見積書プログラムは正確な金額が出せるので安心です。 
 
２：【エクセル明細書自動取込】・・・工種別エクセル明細書を自動で取り込みます。 
  数量明細書は自社作成でも、他社が作成したものでも自動取込みできます。 
 
３：【５業者比較見積作成】・・・自社で作成した工種別のエクセル数量明細書をお取引先が値入して返すと 
 １工種５社までの比較見積表を自動作成できます。 
 各工種の最終採用単価を指定すると提出用見積書は自動で作成されます。 

積上式 見積明細書 画面 



初心者用 【総合メニュー】を現在＜作成中＞です。 
現在の物件選択メニューは残しますが、それとこの総合メニューを併用できるようにします。 
作業の流れがわかり易いことと、いきなり作業したい画面に移動できるようになります。 

画面はイメージで実物は多少異なる事があります。 

やっと、プログラム上に 
俺が登場するぜ！ 

ヘルプで助けてあげるよ！ 


